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総務企画班概要 

 
総務企画班の主な業務内容は、職員に対する人事・服務・給与事務、予算の執行、保健

所使用料等の歳入、文書管理、庁舎の維持管理、財産・物品管理、保健医療計画の推進、

災害対策、健康危機管理対策等の所内調整及び進行管理、保健所運営協議会及び地区地域

医療対策会議の運営事務、職員勉強会の総括、保健統計、所内の情報化推進、公用車の管

理に関すること等であり、宮古保健所の総括的役割を担っている。 

 

1 災害対策 

宮古保健所は、沖縄県災害対策宮古地方本部運営要綱に基づき、災害時に医療衛生班の

事務を担うものとされている。このうち総務企画班は、所内災害対策の窓口として、県宮

古事務所等との連絡調整並びに医療関係施設及び福祉施設の被害調査などを行っている。 

平成 29 年 3 月には「沖縄県災害医療マニュアル」が策定され、災害時において市町村

及び医療関係機関等が実施すべき基本的事項を定めている。本マニュアルに基づき、宮古

地域においても医療救護活動に関する助言及び調整等を行う地域災害医療コーディネータ

ーを設置し、災害に対応するための体制を整備している。 

 また、災害時における被害情報の収集伝達訓練及び管内関係機関との意思疎通の円滑化

を図る見地から、全日本トライアスロン宮古島大会において同大会実行委員会医療救護部

に参加している。 

 

災害対策実施状況 

 

 

行  事  名 実施期間 実　施　内　容 対 象

第35回全日本ト
ライアスロン宮
古島大会

H31.4.14
　災害時における被害情報の収集伝達訓練及び管内関係
機関との意思疎通の円滑化を図るため、トライアスロン
宮古島大会実行委員会医療救護部学術情報班に参加。

所内職員

消防訓練 R1.9.19
　1階衛生検査室での火災発生を想定し、通報・消火・避
難誘導・非常持出訓練を実施した。

所内職員のほか、食品衛生
協会及び琉球大学宮古事務
所職員並びに来訪者。



2 健康危機管理対策 

 健康危機管理とは、自然災害、犯罪、事故、テロなど不特定多数の健康被害の発生・拡  
大の際にとられる、公衆衛生の確保のための対応をいい、宮古保健所は、地域における健  
康危機管理の拠点として位置づけられている。宮古保健所は、本庁の危機管理体制と連携  
し、平時には監視業務等を通じて健康危機の発生を防止するとともに、所管区域内で健康  
危機管理を総合的に行うシステムを構築し、地域の保健医療資源を調整する役割が期待さ  
れている。  
 
（1）健康危機管理対策に関する会議  
  ア 宮古保健所管内健康危機管理対策連絡会議  
  （ア）目的  
     平成 18 年度より、管内での健康危機発生時に各機関が連携し、迅速かつ適切な

体制を確保することを目的に宮古保健所管内健康危機管理対策連絡会議を開催

している。  
  （イ）構成  
     管内医療機関、消防本部、警察署、管内市村、教育機関、地域関係団体  
  （ウ）会議概要  
     令和元年度は開催なし。  
    
  イ 所内健康危機管理対策委員会連絡会議  
    平成 18 年度より、所内における健康危機管理を総合的、組織的、機動的に推進す

ることを目的に宮古保健所内健康危機管理対策委員会を設置した。毎月 1 回開催し、

健康危機管理に関する情報の共有、各班の対応事項の集約・調整等により明確化を

行う。  
 
（2）その他取り組み状況  
  ア 健康危機管理対策事業の取り組み状況を年度末に本庁へ報告  
  イ 新型インフルエンザ等対策訓練の実施  
 
3 職員勉強会  
 各実施事業の成果報告や研修・会議等で得た情報等の共有により、保健所の専門的業務

の内容・あり方等について確認を図っている。  
 
令和元年度実績 

No 開催日 テーマ 講師担当班 

1 令和元年 12 月 5 日 
精神保健の対応（通報等）及び 

退院後支援について  
地域保健班 

2 令和 2 年 1 月 16 日 厚生統計調査について 総務企画班 

3 令和 2 年 2 月 18 日 新型コロナウイルス感染症について 健康推進班 


